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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第１四半期
累計期間

第24期
第１四半期
累計期間

第23期

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成22年７月１日
至平成23年６月30日

売上高 (千円) 2,614,217 1,735,484 9,175,189

経常利益 (千円) 245,922 104,125 455,173

四半期(当期)純利益 (千円) 98,695 45,792 219,112

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 753,814 753,814 753,814

発行済株式総数 (株) 19,059 19,059 19,059

純資産額 (千円) 1,243,053 1,408,673 1,363,475

総資産額 (千円) 5,747,865 5,422,464 4,776,285

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 5,262.07 2,441.49 11,682.25

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.6 26.0 28.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社に異動はありません。

　なお、当第１四半期会計期間から、組織変更により報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「第４ 経理の

状況　１ 四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「Ⅱ ２．報告セグメントの変更等に

関する事項」をご参照下さい。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　(1)業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、３月11日に発生した東日本大震災の影響により、先行きが不透明

なまま厳しい景況が続いております。 

　このような経営環境のもと、当社は「お客様満足度の更なる向上」「自遊空間店舗の積極的な出店」「自遊空間

既存店の設備投資」「新規事業へのチャレンジ」「全社的なコストの最適化」を積極的に実施し、経営効率の向上

に注力いたしました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,735百万円(前年同四半期比33.6％減)、営業利益は87百万円(同

63.1％減)、経常利益は104百万円（同57.7％減）、四半期純利益は45百万円(同53.6％減)となりました。

　売上高の主な減少要因は、自遊空間事業への経営資源集中及び財務体質の強化等を目的とした家庭用テレビゲー

ム販売店舗の一部譲渡等によるものであり、売上高への影響額は△886百万円であります。

　営業利益の主な減少要因は、家庭用ゲーム販売店舗の一部譲渡、自遊空間既存店の設備投資及び株式会社ナムコが

有していた、複合カフェ９店舗（知好楽）を買受け、当社が運営する複合カフェ、「スペースクリエイト自遊空間」

への転換によるコスト計上のためであります。

　

　セグメントごとの状況は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期会計期間から、組織変更により報告セグメントの区分を変更しており、当第１四半期累計期間

の比較・分析は、変更の影響を含めております。　

　

＜店舗運営事業＞　

①スペースクリエイト自遊空間

　当事業につきましては、自遊空間の認知及び自遊空間ブランドの更なる向上に努めるとともに、ハイスペックＰ

Ｃ、最新オンライン接続のダーツ機、最新機種のカラオケ機器等の増設など積極的に店舗設備への投資を実施いた

しました。加えて、お客様一人一人に合わせた心のこもったホスピタリティー研修の実施、マニュアルには無い高質

なサービスを実施するためのアルバイト研修にも注力いたしました。

　また、期間限定のキャンペーンとして、一部店舗においてサマータイムキャンペーンや各種タイアップキャンペー

ン、秋のトラベルプレゼントキャンペーン等を実施いたしました。

　なお、９月に株式会社ナムコが有する複合カフェ９店舗を買受けたことにより、当第１四半期会計期間末時点では

185店舗（直営店舗58、FC加盟店舗127）となり、前事業年度末より10店舗増加いたしました。

　

②家庭用テレビゲーム販売店舗

　主な取組事項につきましては、利益率の向上を目的とした中古商材の拡充（主にトレーディングカード）、新品商

品の仕入れ数量等の見直し、販売価格の見直し、販促キャンペーン等需要の喚起を実施いたしました。加えて、店舗

人材力の強化も積極的に行いました。

　なお、前第１四半期会計期間末時点で49店舗（直営店舗24、FC加盟店舗25）でありましたが、経営資源の集中及び

財務体質の強化等を目的に桃太郎事業の株式会社エーツーへの事業譲渡及び大東物産株式会社への一部店舗譲渡

を行いました。これに伴い、当第１四半期会計期間末時点では直営1店舗の運営となりました。

　

③コミュニケーションクリエイト健遊空間

　今期より展開する新しいコンセプトの店舗として、平成23年7月30日に群馬県太田市に「コミュニケーションクリ

エイト健遊空間太田の森」をオープンいたしました。

　当店舗は、シニア・シルバー層を中心としてファミリーやキッズまで幅広い年齢層を対象とした全く新しいタイ

プの時間消費型店舗で、“健やかに遊ぶ”“世代を超えた交流”“地域活性化”をテーマとし、お一人様からご家

族・ご友人の方々とのご来店でもお気軽に遊べるよう、工夫を凝らした環境で運営しております。主なコンテンツ

として、囲碁・将棋・健康マージャン・カラオケ・キッズガーデンなどを取り入れています。
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　当社がスペースクリエイト自遊空間の運営を通して培ってきた時間課金型店舗のノウハウを活かし、地域のお客

様の憩いの場やコミュニケーション活性化の場として、地域や社会を豊かにすべく今後も注力して参ります。

　当第１四半期会計期間末時点では1店舗を運営しております。

　

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は1,545百万円(前年同四半期比37.3％減)、セグメント利益は133百万円

(同55.7％減)となりました。

　当セグメントの売上高の主な減少要因は、自遊空間事業への経営資源集中、財務体質の強化等を目的とした家庭用

テレビゲーム販売店舗の一部譲渡及び新規店舗「コミュニケーションクリエイト健遊空間」の出店等によるもの

であり、売上高への影響額は△886百万円であります。

　また、当セグメント利益の主な減少要因は、家庭用ゲーム販売店舗の一部譲渡、自遊空間既存店の設備投資及び株

式会社ナムコが有していた複合カフェ９店舗（知好楽）を買受け、当社が運営する複合カフェ「スペースクリエイ

ト自遊空間」への転換によるコスト計上のためであります。

　

＜不動産賃貸事業＞　

　当事業につきましては、不動産賃貸物件の適切な管理に注力し、計画通りの売上推移となりました。 

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は125百万円(同1.1％増)、セグメント利益は35百万円(同8.2％増)となり

ました。

　

＜その他事業＞

　その他事業として購買業務、システム外販業務及び主にシェアクリップによるメディア・広告業務を運営してお

ります。

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は64百万円(同154.9％増)、セグメント利益は17百万円(同14.2％増)とな

りました。

　

　(2)財政状態の分析

（資産）　 

　当第１四半期会計期間末における流動資産は、2,068百万円となり、前事業年度末に比べ405百万円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が363百万円増加したことなどによるものであります。

　固定資産は3,354百万円となり、前事業年度末に比べ240百万円増加いたしました。これは主に、株式会社ナムコが

有していた、複合カフェ９店舗（知好楽）を買受けたことなどによる有形固定資産147百万円の増加などによるも

のであります。

　この結果、総資産は、5,422百万円となり、前事業年度末に比べ646百万円増加いたしました。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は、1,642百万円となり、前事業年度末に比べ37百万円増加いたしまし

た。これは主に、買掛金が42百万円減少したものの、1年内返済予定の長期借入金が70百万円増加したことなどによ

るものであります。

　固定負債は2,370百万円となり、前事業年度末に比べ563百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金が559百

万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、負債合計は、4,013百万円となり、前事業年度末に比べ600百万円増加いたしました。

（純資産）　

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は、1,408百万円となり、前事業年度末に比べ45百万円増加いたしま

した。これは主に利益剰余金が45百万円増加したことなどによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、26.0%（前事業年度末は28.5%）となりました。 

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600

計 63,600

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,059 19,059

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 19,059 19,059 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日　
－ 19,059 － 753,814 － 792,059

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式     303 － －

完全議決権株式（その他）   普通株式  18,756 18,756 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 19,059 － －

総株主の議決権 － 18,756 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ランシステム
埼玉県狭山市狭山台

４丁目27番地の38
303 － 303 1.59

計 － 303 － 303 1.59

　

２【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,050,572 1,414,520

売掛金 157,847 165,864

商品及び製品 178,229 173,457

仕掛品 － 11,207

原材料及び貯蔵品 18,926 21,913

その他 266,973 291,942

貸倒引当金 △10,041 △10,875

流動資産合計 1,662,509 2,068,031

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 874,850 1,004,945

車両運搬具（純額） 16 12

工具、器具及び備品（純額） 208,989 249,438

土地 947,294 947,294

建設仮勘定 22,698 －

有形固定資産合計 2,053,849 2,201,691

無形固定資産

のれん 28,381 26,198

その他 41,573 40,333

無形固定資産合計 69,955 66,531

投資その他の資産

敷金 754,921 855,561

その他 275,042 268,969

貸倒引当金 △39,992 △38,321

投資その他の資産合計 989,971 1,086,209

固定資産合計 3,113,776 3,354,432

資産合計 4,776,285 5,422,464
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 191,800 148,861

短期借入金 300,000 300,000

1年内償還予定の社債 86,800 86,800

1年内返済予定の長期借入金 624,988 695,282

未払法人税等 47,713 55,229

引当金 － 17,400

その他 354,188 339,424

流動負債合計 1,605,490 1,642,998

固定負債

社債 203,000 193,000

長期借入金 1,157,606 1,716,728

資産除去債務 146,782 161,380

その他 299,931 299,683

固定負債合計 1,807,319 2,370,792

負債合計 3,412,810 4,013,790

純資産の部

株主資本

資本金 753,814 753,814

資本剰余金 792,059 792,059

利益剰余金 △158,482 △112,690

自己株式 △23,969 △23,969

株主資本合計 1,363,422 1,409,214

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 53 △541

評価・換算差額等合計 53 △541

純資産合計 1,363,475 1,408,673

負債純資産合計 4,776,285 5,422,464
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 2,614,217 1,735,484

売上原価 1,971,656 1,400,206

売上総利益 642,560 335,277

販売費及び一般管理費 405,057 247,667

営業利益 237,503 87,610

営業外収益

受取利息 1,050 1,088

販売手数料収入 23,322 25,586

その他 1,983 1,014

営業外収益合計 26,356 27,689

営業外費用

支払利息 17,108 10,507

その他 828 667

営業外費用合計 17,937 11,174

経常利益 245,922 104,125

特別利益

固定資産売却益 500 －

貸倒引当金戻入額 1,503 －

特別利益合計 2,003 －

特別損失

固定資産売却損 124 －

固定資産除却損 1,253 508

減損損失 39,088 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 62,207 －

特別損失合計 102,674 508

税引前四半期純利益 145,251 103,616

法人税等 46,555 57,824

四半期純利益 98,695 45,792
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【継続企業の前提に関する注記】

該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税

等に含めて表示しております。　　　

　

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。　　　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。

　

　前第１四半期累計期間

（自　平成22年７月１日

　　至　平成22年９月30日）　

　当第１四半期累計期間

（自　平成23年７月１日

　　至　平成23年９月30日）

　減価償却費 65,501 千円 65,305 千円

　のれんの償却額 2,183 千円 2,183 千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの　

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの　

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント
調整額

(注１)　

四半期損益

計算書計上

額（注２）

店舗運営

事業

不動産

事業

その他

事業
計

　売上高      　

　　外部顧客への売上高 2,464,595124,38525,2362,614,217－　 2,614,217

　　セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－　 －　 －　 －　 －　 －　

計 2,464,595124,38525,2362,614,217－　 2,614,217

　セグメント利益 302,12532,62015,228349,974△112,470237,503

　（注）１．セグメント利益の調整額△112,470千円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属し

ない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「店舗運営事業」セグメントにおいて、アミューズメントももたろう店舗を10月に閉店したことに伴う減

損損失を認識しております。当該減損損失の計上額は、当第１四半期累計期間においては、11,828千円であり

ます。

　「不動産事業」セグメントにおいて、借地権を有する土地賃貸借契約が９月で満了することに伴う減損損

失を認識しております。当該減損損失の計上額は、当第１四半期累計期間においては、27,260千円でありま

す。
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Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント
調整額

(注１)　

四半期損益

計算書計上

額（注２）

店舗運営

事業

不動産

事業

その他

事業
計

　売上高      　

　　外部顧客への売上高
1,545,425

　
125,72664,3321,735,484－　

1,735,484

　

　　セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－　 －　 －　 －　 －　 －　

計
1,545,425

　
125,726　 64,332　

1,735,484

　
－　

1,735,484

　

　セグメント利益 133,763　 35,281　 17,385　 186,430　 △98,820　 87,610　

　（注）１．セグメント利益の調整額△98,820千円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属しな

い管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　前事業年度まで、「自遊空間事業」、「桃太郎事業」及び「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとし

ておりましたが、前事業年度において経営資源の集中及び財務基盤の強化等を目的に「桃太郎事業」の一

部を譲渡したことを契機とし、平成23年７月１日付で「自遊空間事業」と「桃太郎事業」を「店舗運営事

業」として統合し、店舗運営における人員及び業務の効率化を図る体制に組織変更しました。また、「不動

産賃貸事業」については、不動産賃貸以外の事業を営む実態をより適切に表現すべく、「不動産事業」に

名称を変更しました。さらに、従来、自遊空間事業に付随して運営されていたメディア・広告事業及び外販

事業を強化するため、平成23年７月１日付けで両者を独立した組織とする会社組織の変更をいたしまし

た。 

　　　したがって、当第１四半期会計期間より、「店舗運営事業」、「不動産事業」及び「その他事業」の３つを

報告セグメントとしております。　

　　　なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 5,262円07銭 2,441円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 98,695 45,792

普通株式に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 98,695 45,792

普通株式の期中平均株式数（株） 18,756 18,756

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

株式会社ランシステム

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 法木　右近　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランシステ

ムの平成23年７月１日から平成24年６月30日までの第24期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランシステムの平成23年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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